
一橘諭叢 第八十八巻 ；喬プ、号　　（130）

山
川
喜
久
男
名
誉
教
授
著
作
目
録
抄

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
年
）

　
論
文
　
　
「
連
結
詞
発
達
の
二
系
列
」
『
英
文
学
研
究
』
第
二
四
巻
第
二

　
　
　
　
号
〔
日
本
英
文
学
会
賞
授
賞
論
文
を
整
理
修
正
し
た
も
の
〕

昭
和
一
一
吠
宰
（
一
九
五
一
年
）

　
論
文
　
　
「
英
語
に
お
け
る
分
析
的
動
詞
形
式
の
発
生
」
『
一
橋
論
叢
』

　
　
　
　
　
第
二
五
巻
第
一
号

昭
和
一
一
九
隼
（
一
九
五
四
年
）

　
論
文
　
　
「
宇
o
2
s
庄
≦
－
＞
g
昌
g
と
し
て
の
勺
彗
ま
｛
而
」
『
岩

　
　
　
　
　
崎
民
平
教
授
還
暦
記
念
英
語
英
米
文
学
論
築
』
研
究
社

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
著
曹
　
　
『
句
と
節
』
研
究
社
〔
『
英
文
法
シ
リ
ー
ズ
』
第
二
二
巻
〕

昭
和
一
一
二
年
（
一
九
五
六
年
）

　
辞
典
編
築
『
新
簡
約
英
和
辞
典
』
研
究
社
〔
岩
崎
民
平
主
監
〕

昭
和
三
＝
年
（
一
九
五
七
年
）

　
論
文
　
　
「
．
婁
O
｛
ぎ
邑
O
甫
げ
O
O
庁
．
と
．
σ
O
O
冨
O
；
く
胃
ニ
ュ
邑
．
」

　
　
　
　
　
』
考
o
ト
さ
』
第
二
巻
第
五
号

　
　
　
　
　
、
H
け
O
H
峯
O
O
O
目
蜆
茸
目
O
饒
O
目
蜆
一
．
＞
O
〇
一
］
岨
凹
庄
く
O
　
凹
自
α
　
勺
凹
H
－

　
　
　
　
　
ま
9
弓
－
o
、
雪
目
ρ
．
Ω
o
目
岸
ざ
o
芭
目
o
Ω
胃
自
目
口
．
－
、
H
き
雨
』
ミ
s
ミ
｝

　
　
　
　
　
呉
§
雨
串
辻
O
済
ミ
｝
婁
ぎ
」
S
“
雨
§
ド
く
O
－
・
O
〇
一
Z
O
・
－
・

　
　
　
　
　
「
．
旨
嘗
二
8
－
O
｛
P
昌
昌
．
及
ぴ
類
似
表
現
に
つ
い
て
」
『
一

　
　
　
　
　
橘
論
叢
』
第
三
八
巻
第
六
号

昭
和
一
一
一
三
年
（
一
九
五
八
年
）

　
論
文
　
　
、
O
目
旨
o
o
o
鶉
｛
昌
蟹
昌
．
｝
竃
o
（
9
Ω
9
）
十
〇
亙
o
9

　
　
　
　
　
＋
勺
鶉
↓
勺
胃
ま
せ
o
、
エ
峯
o
ト
さ
」
第
三
巻
第
三
号

　
　
　
　
　
「
．
．
㎝
9
＋
勺
。
や
、
の
受
動
形
式
」
『
英
文
法
研
究
』
第
二
巻

　
　
　
　
　
第
八
号

昭
和
三
四
隼
（
一
九
五
九
年
）

　
翻
訳
　
　
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ガ
ー
フ
『
通
楮
付
き
動
名
詞
構
造
の
発

　
　
　
　
　
達
』
研
究
社
〔
『
英
語
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』
第
四
五
巻
〕
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（131）　山川喜久男名誉教授著作目録抄

　
論
文
　
　
「
副
詞
の
機
能
と
位
置
－
様
態
の
副
詞
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
－
」
『
斎
藤
静
教
授
遮
暦
記
念
論
文
築
』
福
井
大
学

昭
和
一
一
一
五
年
（
一
九
六
〇
年
）

　
論
文
　
　
「
英
語
の
不
定
詞
に
見
ら
れ
る
主
格
的
機
能
の
発
達
」
『
人
文

　
　
　
　
　
科
学
自
然
科
学
研
究
』
第
二
号

　
　
　
　
　
「
ω
8
昌
の
誘
義
と
機
能
の
変
遷
」
』
≧
o
卜
H
o
」
第
四
巻

　
　
　
　
　
第
二
号

昭
和
＝
一
八
年
（
一
九
六
三
年
）

　
著
書
　
　
『
英
語
に
お
け
る
準
動
詞
の
発
達
と
特
質
』
松
柏
社

　
　
　
　
　
『
G
・
O
・
力
ー
ム
』
南
雲
堂
〔
『
不
死
鳥
英
文
法
ラ
イ
ブ
ラ

　
　
　
　
　
リ
ー
』
第
五
巻
、
日
下
部
徳
次
ほ
か
と
共
著
〕

昭
和
三
九
牟
（
一
九
六
四
年
）

　
著
書
　
　
『
O
・
イ
エ
ス
ペ
ル
セ
ン
』
南
雲
堂
〔
『
不
死
鳥
英
文
法
ラ
イ

　
　
　
　
　
ブ
ラ
リ
ー
』
第
一
〇
巻
、
石
橋
幸
太
郎
ほ
か
と
共
著
〕

昭
和
四
〇
隼
（
一
九
六
五
年
）

論
文

「
迂
言
的
O
O
の
略
歴
」
『
英
文
学
研
究
』
第
四
一
巻
第
二
号

「
、
宙
姜
O
＋
目
的
楕
十
原
形
不
定
詞
、
の
構
造
」
『
中
島
文
雄

教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』
研
究
社

「
英
語
挙
の
展
望
と
問
題
点
－
一
史
的
統
語
論
者
の
立
場

か
ら
I
」
『
一
橋
論
叢
』
第
五
四
巻
第
三
号

昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
年
）

　
論
文
　
　
、
H
5
H
昌
焉
量
武
き
＞
0
8
目
喀
ま
＆
一
〕
｝
ま
O
ω
8
昌
ρ

　
　
　
　
　
勺
胃
竃
自
巴
巾
；
口
o
自
p
、
串
註
亀
寒
ぎ
餉
ぎ
㌧
o
ミ
ミ
ミ
呉
』
ミ
眈

　
　
　
　
　
邑
ミ
“
吻
o
膏
s
ミ
タ
＜
o
－
．
N
一
岩
〇
一
－
一

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
年
）

　
辞
典
編
集
『
新
英
和
中
辞
典
』
研
究
社
〔
岩
崎
民
平
・
小
稲
義
男
ほ
か

　
　
　
　
　
と
共
編
〕

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
年
）

　
著
書
　
　
『
主
題
と
陳
述
（
下
）
』
研
究
社
〔
『
英
語
の
語
法
・
表
現
編
』

　
　
　
　
第
八
巻
〕

　
翻
訳
　
　
キ
ル
ヒ
ナ
ー
『
馳
詞
串
彗
o
の
諸
相
』
研
究
社
〔
『
英
語
学

　
　
　
　
　
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』
第
六
二
巻
、
今
野
芳
雄
と
共
訳
〕

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
年
）

　
論
文
　
　
、
H
ぎ
U
睾
9
唱
昌
o
葦
艮
ミ
ぎ
ミ
凹
蜆
ω
ま
9
昌
量
詩
O
昌
・

　
　
　
　
言
昌
戌
o
目
o
H
宛
o
気
庄
き
＞
口
く
o
ユ
〕
一
、
串
ぎ
箒
き
§
ミ
㌧
o
§
・

　
　
　
　
s
ミ
呉
＼
ミ
o
s
ミ
＆
い
o
膏
§
婁
一
＜
o
－
1
昌
一
老
o
－
ゲ

　
　
　
　
　
「
英
語
に
お
け
る
、
冨
き
十
ざ
不
定
詞
、
の
発
達
」
『
一
橋

　
　
　
　
論
叢
』
第
六
二
巻
第
五
号

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
年
）
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一橋論叢 第八十八巻 第六号　（132）

　
論
文
。
　
「
、
軍
巨
s
－
U
呉
ξ
o
“
－
1
ω
臣
斥
o
名
雷
富
の
用
法
を
中
心

　
　
　
　
　
と
し
て
ー
」
『
言
語
文
化
』
第
六
号

　
　
　
　
　
、
＞
ヨ
岸
…
o
q
『
＆
、
彗
ρ
ω
o
冒
o
室
邑
『
＆
ω
｝
津
碧
“
－
o
＞
『
－

　
　
　
　
9
巴
叩
昌
p
、
串
註
g
婁
｝
婁
ぎ
㌧
o
ミ
§
ミ
呉
』
ミ
軸
s
ミ
、
ど
㌣

　
　
　
　
§
黒
吻
一
く
0
F
H
H
一
オ
o
－
－
．

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
年
）

　
繍
築
解
説
』
O
器
号
零
冨
曽
さ
H
ぎ
肉
ミ
、
ぎ
§
斎
呉
■
秦
茅
ぎ
Ω
§
§
1

　
　
　
　
§
ミ
φ
』
o
o
ミ
寒
ミ
ト
ミ
ミ
婁
o
s
き
軸
『
ぎ
o
ミ
g

　
　
　
　
卜
§
寒
翁
“
§
軋
q
ミ
・
§
邑
o
§
§
§
ミ
南
雲
堂
〔
『
英

　
　
　
　
　
語
文
献
翻
刻
シ
リ
ー
ズ
』
第
一
四
巻
〕

　
論
文
　
　
：
O
向
、
ミ
彗
O
守
§
寒
1
＞
望
邑
く
o
｛
ミ
ぎ
ミ
U
o
－

　
　
　
　
　
≦
－
O
官
目
O
目
ま
ま
①
ω
旨
9
巳
冒
暮
品
句
冒
隻
昌
（
H
）

　
　
　
　
　
1
一
、
串
ミ
o
膏
§
婁
ミ
㌧
§
§
ミ
呉
㌧
一
、
清
ミ
ミ
軋
讐
ざ
§
婁
一

　
　
　
　
　
＜
o
－
．
H
ド
オ
o
．
デ

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
年
）

　
論
文
　
　
「
ニ
ト
こ
o
ま
§
雨
奏
Φ
§
ミ
o
申
＝
の
構
文
－
憤
用
的
統
語

　
　
　
　
　
法
の
発
達
－
」
二
橋
論
叢
』
第
六
七
巻
第
二
号

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
年
）

　
論
文
　
　
「
史
的
言
語
研
究
と
言
語
学
の
動
向
」
二
橋
論
叢
』
第
六
九

　
　
　
　
　
巻
第
一
号

　
　
　
　
　
．
．
竃
き
雨
、
顯
目
ρ
§
雨
下
1
＞
1
望
冒
号
。
｛
§
軸
、
雨
∪
。
．

　
　
　
　
き
－
o
官
昌
o
q
5
亭
⑦
　
旨
一
〕
o
邑
一
；
ま
轟
司
昌
o
弍
旨
（
H
H
）

　
　
　
　
1
一
、
曽
き
9
蔓
｝
婁
ぎ
㌧
o
ミ
ミ
ミ
県
㌧
ミ
｝
s
ミ
軋
9
ざ
§
享

　
　
　
　
＜
o
－
．
－
阜
　
オ
o
l
－
．

　
辞
典
編
集
『
現
代
英
語
学
辞
典
』
成
美
堂
〔
石
橋
幸
太
郎
ほ
か
と
共
編
〕

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）

　
論
文
　
　
「
英
語
に
お
け
る
目
的
語
節
構
造
と
不
定
詞
付
き
対
稿
構
造
」

　
　
　
　
『
言
語
文
化
』
第
二
一
号

昭
和
五
＝
年
（
一
九
七
七
年
）

　
論
文
　
　
「
、
鶉
9
津
H
O
彗
“
－
ー
そ
の
慣
用
法
的
特
徴
と
歴
史
的
発

　
　
　
　
　
達
－
」
『
一
橋
論
叢
』
第
七
七
巻
第
五
号

昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
年
）

　
論
文
　
　
「
英
語
に
お
け
る
分
裂
文
の
発
達
」
『
一
橋
論
叢
』
第
七
八
巻

　
　
　
　
　
第
四
号

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
O
年
）

　
論
文
　
　
、
H
ま
＞
o
く
胃
巨
巴
＞
o
昌
窒
ま
く
o
o
片
U
自
轟
弍
昌
彗
ρ
豪

　
　
　
　
　
弔
H
0
o
o
望
饒
o
目
巴
向
ρ
巨
く
巴
耐
冒
け
．
勺
ρ
ユ
H
一
〇
－
o
印
目
μ
旨
－
o
－

　
　
　
　
　
昌
Φ
■
目
笹
け
F
、
串
迂
9
婁
｝
婁
ぎ
㌧
o
ミ
§
ミ
呉
』
ミ
｝
串
s
“

　
　
　
　
　
ω
o
音
ミ
亀
夕
＜
o
－
．
N
■
オ
o
．
－
．

　
辞
典
編
集
『
新
英
和
大
辞
典
（
第
五
版
）
』
研
究
社
〔
小
稲
義
男
ほ
か

　
　
　
　
　
と
共
編
〕

840



（133）編集後記

9
錘
後
翰
一

　
本
号
は
一
橋
犬
挙
名
誉
教
授
山
川
喜
久
男
先

生
の
停
年
退
官
記
念
号
で
あ
り
、
実
質
的
な
編

集
は
前
編
集
委
員
の
桜
井
雅
人
助
教
授
が
担
当

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
居
）

　
山
川
先
生
が
専
門
と
さ
れ
て
き
た
英
語
学
は
、

近
ご
ろ
で
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
リ
ン
グ
ウ
ィ

ス
テ
ィ
ヅ
ク
ス
と
称
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
た
よ
う
だ
が
、
先
生
は
「
私
の
専
攻
は
イ
ン

グ
リ
ヅ
シ
ュ
・
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
ー
で
す
」
と
書
目
わ

れ
る
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、
英
語
の
統
語
法

等
を
主
に
史
的
観
点
か
ら
実
証
的
に
考
察
す
る

と
い
う
研
究
の
対
象
と
方
法
に
基
づ
く
の
で
あ

ろ
う
が
、
あ
え
て
推
測
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ら

ぱ
、
「
こ
と
ぱ
へ
の
愛
」
と
し
て
の
言
語
研
究

と
い
う
研
究
態
度
の
問
題
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の

態
度
は
、
現
代
英
語
を
扱
わ
れ
る
と
き
に
も
リ

ン
グ
ウ
ィ
ス
テ
ィ
ヅ
ク
ス
に
言
及
さ
れ
る
と
き

に
も
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
こ
の
道
に
進
ま
れ
た
当
時
を
先
生
は
次
の
よ

う
に
回
想
さ
れ
る
。

　
　
私
の
場
合
、
中
学
は
地
方
の
商
業
学
校
で

　
あ
っ
た
が
、
人
椿
的
に
立
派
な
英
語
の
先
生

　
に
恵
ま
れ
、
早
く
か
ら
英
語
が
一
番
得
意
な

　
学
科
と
な
っ
た
。
三
年
生
の
と
き
、
こ
の
先

　
生
が
「
君
が
上
級
挙
校
に
進
ん
で
専
門
に
英

　
語
を
勉
強
し
よ
う
と
い
う
な
ら
、
語
学
校
に
、

　
市
河
三
喜
先
生
の
高
弟
で
、
岩
崎
民
平
先
生

　
と
い
う
、
語
学
の
面
で
も
文
学
の
面
で
も
す

　
ぐ
れ
た
先
生
が
お
ら
れ
る
。
語
学
校
を
目
指

　
し
て
勉
強
す
る
が
よ
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

　
っ
た
。
東
北
の
商
業
学
校
か
ら
東
京
外
語
の

　
英
語
部
に
は
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
の
こ

　
と
で
あ
っ
た
が
、
私
は
先
生
の
言
葉
に
大
い

　
に
カ
を
得
て
、
い
っ
そ
う
英
語
の
勉
強
に
励

　
み
、
英
語
の
研
究
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な

　
っ
た
。

こ
の
興
味
は
そ
の
後
に
多
く
の
業
績
と
し
て
結

実
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
学
界
に
お
い
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
山
川
先
生
の
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
ー
は

文
献
学
と
言
う
よ
り
は
良
き
伝
統
を
受
け
継
い

で
い
る
言
語
研
究
で
あ
り
、
こ
の
フ
一
と
ば
へ

の
愛
」
は
す
ぺ
て
の
著
作
に
一
賀
し
て
流
れ
て

い
る
。
ま
た
、
文
章
そ
の
も
の
も
端
正
で
折
り

目
正
し
く
、
先
生
の
人
柄
が
よ
く
表
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
多
く
の
方
々
の
指
摘
さ
れ
る
と
お

り
で
あ
ろ
う
。

　
一
橋
大
学
で
三
十
年
余
に
わ
た
っ
て
英
語
お

よ
び
英
語
学
・
英
語
科
教
育
法
等
を
担
当
さ
れ
、

ま
た
語
学
研
究
窒
室
長
や
語
学
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

運
営
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
た
。
語
学
教
育
お
よ

ぴ
語
挙
研
究
の
振
興
に
努
め
ら
れ
、
ま
た
新
挙

都
の
間
題
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

様
子
を
拝
察
す
る
と
、
そ
の
根
幹
に
は
や
は
り

「
こ
と
ぱ
」
ら
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
愛
情
を
感

じ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
年
譜
・
目
録
に
つ
い
て
は
、
文
字
通
り
略
歴

　
　
　
　
　
　
　
■

で
あ
り
著
作
目
録
抄
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
と
え
ぱ
、
著
作
に
関

し
て
言
う
と
、
こ
の
他
に
も
一
般
雑
誌
等
へ
の

寄
稿
論
文
や
書
評
・
注
釈
お
よ
び
分
担
で
執
筆

さ
れ
た
辞
書
や
研
究
書
な
ど
、
か
な
り
の
数
に

の
ぼ
る
が
、
す
ぺ
て
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
こ
の
記
念
号
は
英
語
担
当
教
官
に
よ
っ
て
計

画
さ
れ
た
も
の
で
、
特
に
編
集
執
筆
に
御
協
カ

下
さ
っ
た
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桜
井
）
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